
 

 

 

 

今年度初の『海洋学習』 カキの種付け体験がありました！！ 

 ９日（火）に、今年度初の海洋学習である「カキの種付け体験」がありました。「日生」にとってカキは

身近な存在であるとともに、観光の面でも大きな役割を果たしていますが、「カキの種付け」をこれまで体

験したことのある生徒は多くはないはずです。本来であればあなたたちも１年生のときに体験しているは

ずでしたが、なかなか行うことができずに３年生での体験となりました。今回は１年生との合同、さらには

岡山学芸館高校２年生との合同ということで、３年生らしい立ち振る舞いも求められました。 

 天気にも恵まれ、漁協の方の指示のもとテキパキと作業を進めることができ、予定していた時間よりも早

く終えることができました。終わりが近づくにつれ、「ずっとこの作業し続けるのも大変だなぁ」や「こん

な小さなカキが大きくなって売れていくんだなぁ」などの声も聞こえてきて、体験しながら考えることも多

かったようです。 

 体験後には振り返りを書きました。一部紹介します。次回の「感謝」を忘れず頑張りましょう！！ 

○今後、行うことが無いような貴重な体験ができてうれしかったし、楽しかったです。こうしてカキが作ら

れて僕たちの食卓に運ばれるんだな、と思いました。今後、カキを食べるときは今日行った体験を思い出

そうと思いました。 

○高校生の方と一緒に作業して、分からない所を教えてもらってうれしかった。私も同じように１年生に教

えることができたらよかったけど、今回はできなかったので体育の部の練習などではこの反省を生かした

いと思った。 

○私たちは大人数で行うことができたけど、漁師の方たちはもっと少ない人数で、さらに多くの作業をして

いると思うと大変だなと思った。日生の伝統的なカキ養殖を守り、受け継いでいくために、何か私たちに

にもできることがないか考えてみたい。 

○日生に住んでカキを食べることを何度かあったけど、実際にカキの種付けはしたことがなかったので、今

回の体験でその大変さを理解することができた。体験できることは当たり前ではないので、感謝の気持ち

を持って次回も頑張りたいと思った。 
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